
対象期間 : 2022年9月１日～　2023年8月31日

2023年　11月　1　日発行

第52期 環境経営レポート



１．会社概要

会社名 株式会社 遠藤製作所

代表者 代表取締役社長　遠藤洋介

役員 代表取締役社長　遠藤洋介

専務取締役工場長　遠藤博史

組織図

創立

1972年1月

資本金

2,000万円

所在地

〒277-0885　千葉県柏市高田1116-43

ＴＥＬ　04-7144-8111

ＦＡＸ　04-7144-0130

メール　 endo@endoss.co.jp

法人設立履歴

1972年1月 株式会社 遠藤製作所　設立

所属団体

柏商工会議所　工業部会

柏産業懇話会

三勢工業団地組合

事業内容

産業用各種機械の設計製作、治工具の設計製作、金型設計製作、ＯＥＭの受託加工

事業規模 　

①売上高 30,000万円　（2021年9月1日～2022年8月31日）

②従業員 15人（2022年9月１日現在）

③本社工場 1500㎡ （敷地面積）

(1)

(2)

(3)

(4)

　第二事業部第一事業部

社長

(11)

(8)

(9)

(7)

取締役会

(6)

(5)

経理・総務部

(10)
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主要設備

①     横型/縦型マシニングセンター

②     NC旋盤　CNC旋盤

③     NC研磨機　

④     ワイヤー放電加工機

⑤     汎用旋盤、フライス

⑥     三次元測定器

⑦     CAD

⑧     太陽光発電システム12.24kw(10Kw)

営業科目

①     産業用各種機械の設計＆製作

②     治工具の設計＆製作

③     金型設計＆製作

④     OEMの受託加工 ◎ 太陽光発電システム　今年度(52期)発電実績

上記に関する部品加工一式 　 11,418kwh

保有資格

◎　機械加工　(フライス盤作業)　技能検定 5 名

◎　機械加工　(旋盤作業)　技能検定　 3 名

■技能講習修了者

フライス盤作業講習 5 名

旋盤作業講習 3 名

保有車両・重機

営業車（乗用車） 2 台

営業車（軽） 1 台

フォークリフト 1 台

製造フロー

産業廃棄物関係講習会の受講状況・出席実績

財団法人　日本環境衛生センター

産業廃棄物処理委託契約実務講習

を修了し、当該委託実務に必要な基礎知識の習得。

2006年（平成18年）10月17日受講　　1名/2008年(平成20年10月14日受講　1名）

地域融和活動

毎月事業所周辺の清掃実施

(13)

(12)

(14)

(16)

(17)

(15)

製品
受
　
注

計
　
画

生
産

搬
出

産業廃棄物
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環境管理組織

（19） 環境管理責任者・担当者および連絡先

責任者・担当者 遠藤博史 ・ 三浦永臣

TEL 04-7144-8111

FAX 04-7144-0130

メール hirosi@endoss.co.jp　　miura@endoss.co.jp

２．認証・登録の対象範囲及び認証・登録番号、登録日
認証・登録事業者名 株式会社 遠藤製作所

認証・登録番号 0001663

認証・登録年月日

所在地 千葉県柏市高田1116-43

対象組織 本社・工場

全組織・全活動を認証範囲とします

事業活動内容
産業用各種機械の設計製作、治工具の設計製作、
金型設計製作、ＯＥＭの受託加工

（18）

取締役社長
遠藤洋介

環境管理責任者
遠藤博史

事務局
三浦永臣

事務管理部
三浦　永臣

工場
遠藤博史

2007年7月3日
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≪　環 境 経 営 方 針　≫
基本理念

私たちは、自身が恩恵を受けている今の地球の環境を、自分達の次世代に正常な状態で

譲り渡すことが、今の生きている人間の重要な責任であると思います

そして、環境保全への取組は、企業として事業活動をする上での最低限の資格と考えます

このような考えから、社会に対しての環境上の責任を着実に果たし事業活動における真の資格を

得る為に、当社は、機械製造、機械部品製造の事業活動における環境経営システムを構築し、

全社員参加のもと、自主的、積極的に環境保全活動に取組むものとします

当社は、こうした環境保全活動を効率的、効果的に進める為、

1 環境関連法規等、遵守の事業活動

2 環境負荷の低減

3 エコ・コミニティー創りへの寄与

4 情報の公開

について、重点的に取組みます

行動指針

当社は、基本理念を実現する為に、具体的な施策をもって次の活動に取組みます

ⅰ 環境法規制等、遵守の事業活動

ⅱ 化学物質使用量の適正管理

ⅲ 二酸化炭素排出量(ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量)の抑制

ⅳ 排出廃棄物の適正管理

ⅴ 水使用量の適正管理

ⅵ 緑化・ｸﾞﾘｰﾝ調達の継続

ⅶ 自社製品･ｻｰﾋﾞｽに関する環境への配慮

ⅷ 全従業員による環境保全の活動展開

ⅸ 環境活動の報告・公開

以上

なお、本環境方針は、全従業員に周知するとともに、外部からの要請に対して

提供できるように備えます。

制定

改定

　 株式会社 遠藤製作所

代表取締役

2018年7月1日

2022年9月1日



4.環境負荷の実績

第52期（2022年度）の環境負荷の実績は次の通り

一般廃棄物総排出量

産業廃棄物総排出量

中間処理量

うち再生資源化量

最終処分（埋立）量

産業廃棄物(特別管理）総排出量

中間処理量

うち再生資源化量

最終処分（埋立）量

上水

工業用水

地下水

※ 購入電力の二酸化炭素排出係数は、2022年1月7日公表、2022年2月17日修正、2022年7月14日追加／2020年度
の東京電力エナジーパートナー調整後排出係数（0.443kg-CO2/kWh)を適用

kg

化
学
物
質
使
用
量

トルエン 20.80 kg

エチルベンゼン 0.79

水使用
量

186.00 m3

キシレン 1.15 kg

kg

m3

m3

kg

合計（エネルギー） 60,952.99 100

1,041.00 kg

1,750.00 kg

1,750.00 kg

1,750.00 kg

kg

kg

kg

液化石油ガス 3,673.22 kg 11,019.65 18.1

0.2

A重油 ℓ

軽油 ℓ

52.4

ガソリン 7,725.90 ℓ 17,924.09 29.4

環境への負荷 量 単位 CO2排出量（kg-CO2） 割合％

エネルギー
使用量

電力 72,046.00 kWh 31,916.38

灯油 ℓ

都市ガス 43.00 m
3 92.88

液化天然ガス kg
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５、主な環境経営目標（中期３ヶ年）

全社

※　「塗料の節減」の塗料量は鋼色・硬色等の塗料及び希釈液の合計量をいう

５4期（2024年度）

削減等％ 目標値 削減等％ 目標値 削減等％ 目標値

基準年実績
51期

（2021年度）
単位

52期（2022年度）

削減率1.7％ 65,408

- kWh - -

66,560 kg 削減率0.6％ 66,174

- -

8,388

-
入替時
の検討

- -

- -
入替時
の検討

-

節減率1.5％ 節減率2.0％

件

8,559 ℓ 節減率0.5％ 8,516 8,431

節減率1.5％ 549,140557,503 円 節減率0.5％ 554,715 節減率1.0％

45

177 ｍ
3 節減率1.0％ 175 節減率1.5％ 174 節減率2.0％ 173

45 ｍ3 維持 45 維持 45 維持

79,495

1,048 ｋｇ 維持 1,048 維持 1,048 維持

節減率0.5％ 節減率1.0％ 節減率1.5％
2,171,744 2,160,830 2,149,917

1,048

19 回 維持 19 維持 19 維持 推進

3,513

維持 38 維持 38 維持 維持

3,585

38

ｋｇ

ｋｇ

節減率1.0％ 3,549 節減率1.5％

削減率3.0％ 2,377

二酸化炭素の削減

事務所電力の節減

ガソリンの節減

都市ガスの節減

節水

コピー使用料金の節
減

事務所廃棄物の削減

地域環境保全活動

灯油の節減

LPGの節減

塗料の節減 ※

産業廃棄物の削減

営業車両の低公害車
の導入の検討

3,531

維持 維持40 ℓ 維持 40 維持

節減率2.0％

環境経営目標項目

事
務
所

工
場

2,450 ｋｇ 削減率1.0％ 2,426 削減率2.0％ 2,401

40

80,706 kWh 80,302 79,899

551,928

削減率1.2％ 65,741

５3期（2023年度）

入替時
の検討

工場電力の節減
2,182,657 円
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６．主な環境経営目標とその実績、次年度の環境経営目標
環境経営目標項目と取り組み状況（評価）及び次年度の予定

項　　　目

※　「塗料の節減」の塗料量は鋼色・硬色等の塗料及び希釈液の合計量をいう

件 - 入替時の検討 0

m3

灯油の節減

kWh - - -

ℓ 8,559

 異常値 等の確認、特に無し。

- 　入替無し。

45.0 45 43.0

80,302 72,046 90%
目標値内の排出抑制確認。　工場2F蛍光灯、
LED化確認。

1,750

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

3,549 3,673 104%  軽微の未達。　今後も引き続き節減に努める。

38 38 -  異常値 等の確認、特に無し。

-  工場電力と合算して抑制。　LED導入。

91% 　目標値内の排出抑制確認。8,516 7,726

40 78

-

107%

単位

基準年実績
51期

（2021年
度）

52期（2022年度）
評　　　　価

基準値 目標値 実績値 目標値比

66,174 60,953 92% 目標値内の排出抑制確認。kg 66,560

186 106% 軽微の未達。　引き続き節水に努める事。

円 557,503 554,715 649,964 117%
未達。　金額としても負荷があるので改善検
討。

ｋｇ 3,585

ｋｇ 38

kWh

円 2,182,657 2,171,744 2,316,959

次年
度の
予定

継続

継続

継続

継続

19 19 19 - - コロナ禍以降、実施なし。

ｋｇ 1,048 1,048 1,041 - 次期、目標再設定の事。

-  異常値 等の確認、特に無し。ℓ 40

継続

継続

継続

継続
　　排出量は削減できているが電気代の上昇を実
感。経営的な観点より今後も注視していく。

産業廃棄物の削減

二酸化炭素の削減

事務所電力の節減

ガソリンの節減

営業車両の低公害車の
導入の検討

都市ガスの節減

節水

コピー使用料金の節
減

事務所廃棄物の削減

地域環境保全活動

LPGの節減

塗料の節減 ※

工場電力の節減

80,706

ｋｇ 2,450 2,426 72% リサイクル資源としての排出先確認

ｍ３ 177 175
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７．　2022年度の主な環境経営計画の内容と評価、次年度の取り組み内容
（１）　事務所

（２）　工場

事務所電力の節減

ガソリンの節減

○

①室温/冷房２８℃以上、暖房２０℃以下 ○ 継続

④照明を省電力型に切り替える（切替時） ○ 継続

②照明の小まめなON・ＯＦＦ ○ 継続

③OA機器は省エネモードと使用時以外はＯＦＦ ○ 継続

継続

継続

⑤アイドリングストップの実施 ○ 継続

①車両入替時の検討 継続

①テレビ会議の活用 ○

環境経営目標項目 結果 評　　価 今後の
予定

二酸化炭素の削減 ガソリン・電力・軽油の節減の節減 ○ それぞれの項目の評価を参照 継続

取 り 組 み

継続

②急停車・急発進の抑制 ○ 継続

③ふんわりアクセルの実施 ○

④タイヤ空気圧の定期点検の実施

都市ガスの節減
①湯沸し器の温度設定の適正 ○

②入替実施

○
入替の時期に非ず。

○

継続

④未使用時の電源OFF

①余剰になる灯油を染み込ませない

○

①適正設定温度での運転

環境経営目標項目 取 り 組 み 結果 評　　価
今後の
予定

継続

継続

工場電力の節減

灯油の節減
継続

継続

車両の低公害車導入
の検討

地域環境保全活動

事務所廃棄物の削減

紙使用量の節減

照明の省電力化(LED)導入。

社内と外部コンサルトとの会議、一部Zoom
にて対応。
各車の車両整備、車検対応、通常実施。

○

○

○

○

①電子情報化と共有の推進

②両面コピーの利用

③裏紙の利用

②工場団地主催の清掃活動への参加

○

継続

○

○

節水
①水漏れの点検 ○

②「節水」の掲示 ○

①新聞・雑誌・段ボール等のリサイクル

②ビン・缶・ペットボトルのリサイクル施設
への搬入

①事務所周りの清掃

②インバーター制御の活用

○

○

○

継続

継続

適正温度設定にて運用。

水漏れ無し。　節水の掲示継続。

分別を行い資源化しています

周辺道路の除草、清掃を行いました

裏紙使用(機密書類の混在注意)。

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

②こまめなON・OFFを行う ○ 継続

○

○

②使用目的が燃料ではない為、
　　異常値観察程度とする。

①適正設定温度での運転
　（夏28℃冬20℃以下）

①異常値、悪臭公害防止の観察

②作業後の５Sの徹底

①歩留まりの向上

②分別の徹底

○

○

○

○

LPGの節減

塗料の節減

産業廃棄物の削減

設定温度、室温実態温度に応じて調整。
未使用時のOFF　日常的に対応。
工場2F照明を省電力型(LED)へ切換。

もともと意識高く作業しています
今後も徹底して節減活動を継続します

設定温度、室温実態温度に応じて調整。

使用量異常値無し。

今期は排油等は排出無し。金属はリサイクル
資源とする排出先にて対応。

③適切な暖機運転の実施 ○
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８、環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

並びに違反、訴訟等の有無
（１） 次の環境関連法規等の要求事項、遵守状況等を一覧表に取りまとめ確認・評価しました。

１． 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 （廃棄物処理法）

２． 大気汚染防止法

３． 道路交通法

４． 道路運送車両法

５．

６． 特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（オフロード法）

７． 水質汚濁防止法

８． 下水道法

９． 騒音規制法

１０． 振動規制法

１１． 悪臭防止法

１２． 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR法）

１３． 毒物及び劇物取締法

１４． 消防法

１５． 特定家庭用機器再資源化法 （家電リサイクル法）

１６． 使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律 （小型家電リサイクル法）

１７． 使用済み自動車の再資源化等の関する法律 （自動車リサイクル法）

１８． フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律 （フロン排出抑制法）

１９． 電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法（再エネ特措法）

２０． 電気事業法

２１． 柏市工業団地緑化協定（組合）

２２． 柏市環境保全条例

２3． 労働安全衛生法

（２）　2023年9月１日に遵守状況の確認をしましたが、違反・逸脱はありません。

尚、関係当局より違反などの指摘及び訴訟等は、1975年6月創業以来ありません。

９．代表者による全体評価と見直し
①

②

③

１０．次回発行予定日
2024年11月

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における
総量削減等に関する特別措置法（自動車ＮＯＸ・ＰＭ法）

今期期首にて新3ヶ年環境活動計画・目標を策定。　　目標に対し、1年目にあたる52期は一部軽微な未達
はあったが、概ね達成。

目標設定時にて廃棄物項目について、同等な廃棄量で数年推移していたので、維持活動とした。　この項目
について活動の停滞に繋がりかねない為、53期より目標値再設定の事。

受審時期の最適化について、段階的に取り組んでいる。　本レポート発行時期に合わせて受審できる準備
ができたので、今後継続的に適切な時期の受審を行うこと。
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株式会社 遠藤製作所
千葉県柏市高田1116-43

04-7144-8111

04-7144-0130

endo@endoss.co.jp

この環境活動レポートは、ご希望があれば差し上げています

ご希望の方は下記事務所窓口までお申し出ください

なお、エコアクション２１中央事務局のＨＰでもご覧になれます

（ http://www.ea21.jp/ ）

認定番号0001663
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